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第1回定例会では、議案39件、議員提出議案2件を可決
しました。また、請願1件は不採択となりました。

各議員の賛否の結果は、以下のとおりです。
議決結果 議決結果 
第1 回定例会

会期：2月25日から3月24日まで

※ 議長は、採決に加わっていません。 ○：賛成 ×：反対

議
案
番
号

議　　　案
議
決
結
果

新市民クラブ 公明党
つしま 無会派

長
屋
大
和

井

桁

亮

太
田
幸
江

山
田
真
功

那
須
幸
子

森
口
達
也

野
口
航
希

浦
上
文
顕

宇
藤
久
子

清
水
基
史

中
川
喜
文

浅
井
英
昭

伊
藤
久
夫

服
部
哲
也

垣
見
啓
之

加
藤
哲
司

西
山
良
夫
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令和７年度津島市一般会計予算　 可決
令和７年度津島市国民健康保険特別
会計予算　 可決

令和７年度津島市コミュニティ・プラ
ント事業特別会計予算　 可決
令和７年度津島市介護保険特別会計予算　可決
令和７年度津島市後期高齢者医療特別
会計予算　 可決

令和７年度津島市民病院事業会計予算　可決
令和７年度津島市下水道事業会計予算　可決
令和７年度津島市上水道事業会計予算　可決
津島市の市長等、職員及び議員のハラ
スメント防止等に関する条例の制定　 可決

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴
う関係条例の整理に関する条例の制定　 可決

津島市子ども・子育て応援基金条例の
制定　 可決

津島市職員の給与に関する条例の一部
改正　 可決

津島市職員等の旅費に関する条例の一
部改正　 可決

津島市歴史・文化のまちづくり基金条
例の一部改正　 可決

可決

津島市市税条例の一部改正　 可決
津島市災害弔慰金の支給等に関する条
例の一部改正　 可決

津島市地域包括支援センターの包括的支援事業
の実施に関する基準を定める条例の一部改正　 可決
津島市手数料条例の一部改正　 可決
津島市放課後児童健全育成事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一部改正　可決

津島市家庭的保育事業等の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部改正　 可決

津島市国民健康保険税賦課徴収条例の
一部改正　 可決

津島市行政手続における特定の個人を識別
するための番号の利用等に関する法律に基
づく個人番号の利用及び特定個人情報の提
供に関する条例及び津島市情報公開・個人
情報保護審査会条例の一部改正　
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除斥：一身上に関する事件については、該当議員は審議に参加できません。　
※ 議長は、採決に加わっていません。 ○：賛成 ×：反対
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津島市工場立地法第4条の2第1項の規
定に基づく準則を定める条例及び津島
市総合特別区域法第23条第1項の規定
に基づく準則を定める条例の一部改正
　

津島市市営住宅の設置及び管理条例の
一部改正　 可決

可決

津島市コミュニティ・プラントの設置
及び管理に関する条例の一部改正　 可決

津島市非常勤消防団員に係る退職報償
金の支給に関する条例の一部改正　 可決

市道の路線の廃止及び認定　
令和6年度津島市一般会計補正予算
（第10号）　

可決

令和6年度津島市国民健康保険特別会
計補正予算（第2号）　

可決

令和6年度津島市介護保険特別会計補
正予算（第3号）　

可決

令和6年度津島市後期高齢者医療特別
会計補正予算（第2号）　

可決

令和6年度津島市上水道事業会計補正
予算（第1号）　

可決

（仮称）津島市シビックプライド醸成
拠点整備工事請負契約の締結　

可決

財産の無償貸付　

可決

指定管理者の指定　
可決

津島市と名古屋市との間の消防通信指
令に関する事務の委託に関する規約に
関する協議　

可決

津島市消防団員等公務災害補償条例の
一部改正

可決

令和6年度津島市一般会計補正予算
（第11号）　

可決

令和6年度津島市一般会計補正予算
（第12号）　

可決

【議員提出議案】津島市議会委員会条
例の一部改正

可決

【議員提出議案】津島市議会個人情報
保護条例の一部改正

可決

可決

再審制度改正のための意見書採択を求
める請願 不採択

井桁亮議員に対する懲罰の件
陳謝の懲罰を科すこと（令和6年12月11日提出）

可決

井桁亮議員に対する懲罰の件
陳謝の懲罰を科すこと（令和7年2月27日提出）

可決
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議案第4号　介護保険特別会計予算

反 対
太田幸江
平成12年度に家族の介護の負担を軽減する
ために介護保険制度が始まった。しかし、今
では、保険料は2倍以上になり、1割負担が原
則であった利用料も2割・3割負担が導入され
た。制度の改悪も繰り返されている。

議案第5号　後期高齢者医療特別会計予算

反 対
太田幸江
令和6・7年度の保険料は、令和4・5年度
に比べて12,264円も引き上げられた。令和4
年10月からは、窓口負担も引き上げられた。
高齢者を苦しめるこの制度は廃止すべきであ
る。

議案第6号　市民病院事業会計予算

賛 成
山田真功
令和7年度予算案では約4億8,260万円の赤
字となっている。病床稼働率は79.5%となっ
ており達成できるのか疑問だが、予算案には
医療従事者の人件費や診療材料費、医薬品な
どの購入費が入っているので賛成とする。

討
論

議案第1号　一般会計予算

反 対
太田幸江
水道料金の基本料金の免除、国保税や介護
保険料の引き下げ、低所得者世帯へのエアコ
ン代補助、図書館のエアコンや老人福祉セン
ターの風呂釜の修繕費など市民の暮らしや命
を守るための予算が計上されていない。

賛 成
公明党つしま　森口達也
各企業会計に関しては、市民の生活、命を
守るために持続可能な事業経営が不可欠であ
る。財政的支援の援護の拡大も必要であり、
今後負担金・補助金を増額することを念頭に
しっかりと検討することを強く要望。

議案第2号　国民健康保険特別会計予算

反 対
太田幸江
国民皆保険を土台から支える最後のとりで
である国保が、保険税が高くて、多くの被保
険者を苦しめている。被保険者の負担軽減の
ために、国や市が国保会計への補助金を大幅
に増やすべきである。

賛 成
公明党つしま　森口達也
今後とも現行の社会保険方式による国民皆
保険を堅持し、市民の安全・安心な暮らしを
保障していくことが必要であり、国民健康保
険制度を維持していくためにも必要不可欠で
ある。

※ 議決結果については、2・3ページを参照してください。

このような理由で、        しました 賛成・反対 
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議案第7号　下水道事業会計予算

賛 成
公明党つしま　森口達也
単独公共下水道に関して、供用開始後60年
を超える管渠や処理施設の老朽化が著しいこ
とから、管渠については管更生工事により長
寿命化を図っており、国の交付金、補助金を
活用し、進めて行くことを強く要望する。

議案第8号　上水道事業会計予算

賛 成
公明党つしま　森口達也
上水道事業は老朽化、給水収益も減少傾向
にあり、厳しい経営状況であるが、人が生き
ていくために必要不可欠なライフラインであ
る。持続可能な事業運営により、安定的で、
安心・安全な水を提供することを要望する。

議案第10号　刑法等の一部を改正する
法律の施行に伴う関係条例の整理に
関する条例の制定　

議案の概要　刑法の一部改正等に伴い、制定
するもの。

反 対
太田幸江
拘禁刑の下で、受刑者の自発性、自律性、
尊厳を尊重せず、懲罰の威嚇の下で改善更生
を強いることとなれば、国際的に求められる
受刑者への処遇水準からますますかけ離れて
しまう。

議案第18号　地域包括支援センターの
包括的支援事業の実施に関する基準を
定める条例の一部改正

議案の概要　介護保険法施行規則の一部改正
に伴い、改正するもの。

反 対
太田幸江
人材の確保が厳しくなっているため、配置
基準の規制を緩和するための条例改正である。
人材不足の原因は、ケア労働者の劣悪な労働
条件にある。緩和措置ではなくケア労働者の
処遇改善を進めるべきである。

議案第22号　国民健康保険税賦課徴収条
例の一部改正

議案の概要　国民健康保険事業の財政運営の
安定を図るために、国民健康保険税の税率を
改定することに伴い、改正するもの。

反 対
太田幸江
国保の加入者は、高齢者、障がい者、無職
の人や自営業、非正規雇用など低所得者層が
多い。国保税は今でも高すぎる。これ以上の
引き上げは、加入者の命や暮らしを脅かすこ
とになる。

かんきょ

かんきょ
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議案第24号　工場立地法第4条の2第1項
の規定に基づく準則を定める条例及び
総合特別区域法第23条第1項の規定に
基づく準則を定める条例の一部改正

議案の概要　用途地域が定められていない土
地の区域等における重複緑地算入率を緩和す
ること等に伴い、改正するもの。

反 対
太田幸江
海抜ゼロメートル以下が広がる本市では、
雨水を安全に流下させ、水害防止を図るため
の治水対策が重要である。自然を大切にする
こと､みどりを大切にすることが、異常気象か
ら地域を守ることになる。

議案第33号　（仮称）津島市シビックプ
ライド醸成拠点整備工事請負契約の締結

議案の概要　地方自治法第96条第1項第5号
および津島市議会の議決に付すべき契約およ
び財産の取得または処分に関する条例第2条
の規定により、議会の議決を求めるもの。

反 対
太田幸江
旧いちい信用金庫天王通支店の建築改修工
事等の請負契約で、契約金額は約5億円、契
約相手方は、一宮市の株式会社である。シビ
ックプライドの拠点とするのであれば、地元
の業者に頼むべきである。

議案第34号　財産の無償貸付

議案の概要　地方自治法第96条第1項第6号
の規定により、議会の議決を求めるもの。

反 対
太田幸江
わざ・語り・伝承の館と観光センターの跡
地は市民のみなさんの財産である。企業の利
益追求に貸すのではなく、市民のための施設
を作るべきである。

議案第35号　指定管理者の指定

議案の概要　（仮称）津島市シビックプライ
ド醸成拠点および津島市観光交流センターの
指定管理者の指定について、地方自治法第
244条の2第6項の規定により、議会の議決を
求めるもの。

反 対
太田幸江
シビックプライドを醸成するその拠点とす
るのであれば、市が直営で本気になって取り
組むべきである。地域愛、津島市への愛を育
てる拠点を民間の企業に任せて地域を良くし
てもらおうというのは虫のいい話である。

請願第1号　再審制度改正のための意見
書採択を求める請願

賛 成
太田幸江
国会では「えん罪被害者のための再審法改
正を早期に実現する議員連盟」が結成され、
過半数を超える国会議員が名前を連ねている。
また、全国では、令和7年1月20日現在では、
517議会で意見書採択している。
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Q 令和6年度の経常収支は。

A 市民病院事務局長
約5億8,000万円の赤字を
見込んでいる。

Q 平成29年度から貸付金で
は抜本的な資金不足の解消
にならないということで出
資金に切り替えた。なぜ今
回貸付金として計上したの
か。

A 市長
今回の長期貸付金は、次

期診療報酬改定までの時限
的な支援として行うもので
ある。

Q 財政調整基金残高は県内
38市中5位のトップクラス
だから貸すのではなくて差
し上げるべきでは。

A 市長
ただいまの質問はヒアリ
ングしていない。市として
答弁を用意していない。

Q 令和6年度末時点での累積
赤字額は。

A 市民病院事務局長
累積赤字は約87億円を見
込んでいる。

Q 令和5年度末の現金・預金

は約10億5,000万円だった
が、6年度末、7年度末はい
くら見込んでいるか。

A 市民病院事務局長
令和6年度末の現金・預金
の見込み額は約3億円で、7
年度末が約2,000万円を見
込んでいる。

Q 現金・預金が少なくなる
と何に困るのか。

A 市長
資金繰りが苦しくなる。

Q 県下の同規模病院はいく
ら現金があるか。

A 市民病院事務局長
稲沢市民病院が約36億円。

Q 南海トラフ地震に対する
備えの強化の面では、私も
過去の一般質問の中で感震
ブレーカーの補助を2回要望
した。施政方針の中で、感
震ブレーカーの設置補助を
創設するとのことだが、感
震ブレーカーの補助制度に
ついての詳細は。

A 市長公室長
感震ブレーカーは、一般
的に震度5強相当の地震を感
知すると、電気を自動で遮
断する。感震ブレーカーに

は分電盤タイプ、コンセン
トタイプ、簡易タイプがあ
る。当市ではこのうち、コ
ンセントタイプと簡易タイ
プを対象に1世帯当たり1つ
まで購入および設置に係る
費用を上限3,000円まで補
助できるよう、令和7年度の
当初予算に関連経費を計上
した。
設置に係る支援として、
高齢者や障がいがある方に
ついては、消防職員がお宅
にお伺いし、取り付けを支
援する。

Q 災害時協力井戸制度とは、
災害時に近隣の地域住民に
井戸水を提供する井戸であ
る。水道が断水した場合に、
洗濯やトイレなどの生活用
水として利用するものとな

る。生活用水、代替水源の
確保は重要課題であるが、
災害時協力井戸制度の創設
に向けた進捗状況は。

A 市長公室長
大規模な地震等が発生し、
水道が断水した場合への備
えとして、飲み水以外の洗
濯やトイレなどに利用する
生活用水を確保するため、
令和7年度から市民や企業の
皆さまが所有する井戸のう
ち、善意により提供いただ
ける災害時協力井戸を広く
募集する。

その他の質問
・生活環境に関する件
・学校教育について

市民病院の今後について

山田 真功

よりよい市政を目指し、市に対して議員が質問 しました 

防災に関する件

新市民クラブ
清水 基史

一
般
質
問

しんちょく
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Q 単独公共下水道の設置年
はいつか。

A 上下水道部長
昭和26年に事業認可を得
て、下水道管の整備が開始
され、昭和39年の供用開始
までに約6㎞の管路を敷設し
た。

Q 不明水の量はどれぐらい
で、また処理はどのように
行っているのか。

A 上下水道部長
下水終末処理場で晴天時
に汚水として処理されてい
る。その量は地下水と雨水
を合わせて令和5年度実績で
年間約250万㎥である。

Q 管路の点検を随時実施し
ていくことが必須であるが、
現状どのように実施してい
るのか。

A 上下水道部長
管理する下水道管約29㎞
のうち、市内主要道路下な
どの直径50㎝以上の管路約
6㎞について、道路管理者と
連携し、道路の空洞調査を
令和7年2月下旬に実施し、
調査会社によるデータ解析
中の状況である。また、直
径2mの管路約2㎞について

は、路面の巡視点検、マン
ホールの目視点検および管
内カメラ調査を令和6年度中
に実施する。

Q このインフラ整備は、市
民の生命と生活を守る重要
施策である。今後どのよう
な計画、方向性で実行する
のか、市長の見解は。

A 市長
予防保全を計画的に進め
ることにより、市民の皆さ
まの安心・安全なまちづく
りを進めてまいりたい。

その他の質問
・こどもの貧困対策
・障がい児・医療的ケア児
　等への支援
・いじめ・不登校への支援

Q 津島駅周辺のまちづくり
が動き出している今、令和7
年度、どのように進めてい
くのか。

A 市長
令和5年度では、第1弾の
天王川公園Park-PFI事業と
して、スターバックスコー
ヒーや広大な芝生広場が
オープンし、雨天でも利用
可能な屋外ステージ、ジョ
ギングコース等が完成した。
6年度では、第2弾として、
わざ・語り・伝承の館等の

市の土地を活用した津島神
社周辺観光ターミナル事業
を募集したところ、創業
100年以上の歴史を持つ宮
きしめんに出店していただ
くことになった。
そして、第3弾として、旧
いちい信用金庫天王通支店
の敷地と、現在の観光交流
センターを一体にした新た
な、まちの拠点となるシ
ビックプライド醸成拠点を
募集した。書店等を運営し
てきた丸善雄松堂株式会社
を代表企業とする共同事業
体を優先交渉権者として選
定した。
7年度から、第1弾から第
3弾までの経験を生かしなが
ら、津島駅のまちづくりを
本格的にスタートしていく。
名鉄が実施する駅舎改修の

計画と連携して、駅の西側
を中心にした約1.4haにお
いて、新しい駅前の環境に
向けた基本計画を策定する
ため、今議会に必要予算を
計上した。

Q 津島駅東において、準工
業地域を緩和するとのこと
であるが、どのような変更
になるのか。

A 建設産業部長
令和6年11月1日に津島駅
東側の準工業地域の一部を
含む約9.4haの用途地域の
変更を行った。

市のまちづくりに関する件

市民・維新・
政治参加クラブ
宇藤 久子

下水道の老朽化対策

公明党つしま
森口 達也

▲駅前VIP
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Q フレイルとは何か。

A 健康福祉部長
健康な状態と要介護状態
の中間の段階を指す。年齢
を重ねていくと心身などの
ダメージを受けたときに回
復できる力が低下し、生活
を送るために支援を受けな
ければならない要介護状態
に変化していくといわれて
いる。

Q フレイル予防に向けての
市の取り組みの現状は。

A 健康福祉部長
令和2年度より、高齢者の
保健事業と介護予防の一体
的実施として、75歳以上の
健康状態が不明な人や、身
体的フレイルの可能性が疑
われる人を対象に、主に看
護師、管理栄養士などの医
療専門職が直接訪問、個別
的な支援を実施している。

Q フレイル予防、健康づく
りを支援する取り組みは。

A 健康福祉部長
健康づくりを目的に、定
期的に市内で活動している
市民団体や事業所に対し、
健康管理などを支援するア
プリ「あいち健康プラス」
を活用した活動をする場合
に、構成人数に応じて1万円

から3万円を助成している。

Q 教育委員会では、高齢者
向けにどんな生涯学習事業
を開催しているのか。

A 教育委員会事務局長
令和4年度から民間企業と
連携して、地元の元気プロ
ジェクトを実施、認知症予
防、フレイル予防などに関
する講座を開催している。

その他の質問
・農業政策の件

Q デフリンピックとは、耳
のきこえない、きこえにく
いアスリートのためのオリ
ンピックである。1924年パ
リで第1回が開催され、100
周年の節目に当たる令和7年
11月、日本で初めて開催さ
れる。しかしながら、デフ
リンピック自体の認知度は
16.3％と低い。日本で開催
されることを機に、デフス
ポーツやデフアスリートと
つながり、知ることで、障
がいに対する理解を身近に
考え、多様性のある社会、

共生社会をつくり上げてい
くことにつながる。多くの
方に知ってもらうことが必
要と考える。デフリンピッ
クの周知についての考えは。

A 教育委員会事務局長
デフリンピックは、聴覚
障がいのあるアスリートが
創意工夫を凝らし限界に挑
む大会であり、共生社会を
実現するため、とても意義
ある大会と考える。当市と
しても、広報誌やLINE、
ホームページなどへの掲載
を通じ、この大会を広く周
知していきたい。

Q 当市では手話を広げる活
動として、どのような取り
組みを行っているか。

A 健康福祉部長
手話を初めて学ぶ方への
基礎講座として、手話奉仕
員養成講座を実施している。

Q 手話のエンターテインメン
トのステージを見て体験し、
こどもから大人まで幅広い世
代を対象に、楽しく手話を知
り、身近に感じることができ
た。パフォーマンスユニット
を招き、イベントを開催でき
れば、誰もが楽しく手話を学
び、聴覚障がいの方への理解
も広がっていくと考えるが、
見解は。

A 健康福祉部長
パフォーマンスユニット
の活用も含めて、広く市民
の方に普及啓発できる手法
について調査研究していく。

共生社会に関する件

公明党つしま
那須 幸子

フレイル予防の件

市民・維新・
政治参加クラブ
浦上 文顕

▲バランスボールでフレイルを予防
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学校給食の件

市民・維新・
政治参加クラブ
野口 航希

太田 幸江

令和 7年度の国民健康
保険税について

Q 令和7年度の1世帯当たり
の保険税の額は、6年度と比
較してどのぐらい増額にな
るのか。また、5年度と比較
してどうか。

A 健康福祉部長
令和6年度と比較すると約
6,000円増、5年度と比較す
ると約1万2,000円増となる。

Q もともと高額な保険税が2
年連続引き上げられた。な
ぜこのように保険税を引き

上げていくのか。

A 健康福祉部長
県は、今後も医療費の増
加が続くと見込んでいる。
また、国は、市が保険税の
負担を緩和するためにこれ
まで行ってきた一般会計か
らの法定外繰入をなくすよ
う求めている。令和11年度
をめどに一般会計からの法
定外繰入を解消しつつ、保
険税率を引き上げていくこ
ととしている。

Q 一般会計からの法定外繰
入は、これからも続けるべ
きである。
　また、令和7年度の保険税
を引き上げないために、一
般会計からの繰入を増額し
てはどうか。

A 市長
被保険者の負担を少なく
するため、国民健康保険の
事業基金や一般会計からの
繰入金を活用するなど、財
源確保に努めていく。

Q 国保には、均等割という
区分があるため、家族の人
数が多いほど保険税が上
がっていく。子育て世代を
応援するためにも18歳まで
のこどもに係る均等割の免
除を要望するがどうか。

A 市長
子育て世代への経済負担
を支援することはとても重
要であると考え、国に要望
している。この制度は、国
が実施すべきものであると
考えている。

Q 学校給食費完全無料化は
会派要望として出させてい
ただいた内容なので、要望
を反映していただき、誠に
感謝している。これにより、
年額で生徒1人当たりの保護
者の負担軽減額は幾らほど
になるのか。

A 教育委員会事務局長 
児童・生徒1人当たりの保
護者負担軽減見込額として
は、小学生は年間約5万
1,000円、中学生は年間約5
万4,000円となる。

　
Q 物価高騰により当初予算
で補えない場合、追加予算
で補うか給食の質・量を落
とすか、どのように対応す
るのか。

A 教育委員会事務局長 
給食の質や量を落として
の対応はない。給食費無料
化とは別に当初予算で予算
計上しているため、給食の
質・量を落とすことなく保護
者の負担軽減を行っていく。
　

Q 市が積極的に予算を組む
のは素晴らしいが、給食費
無料化を進めた結果、給食
の質・量が落ちてしまった
自治体がある。こどもの給
食の質と量と保護者の負担
軽減ではどちらが大切か。

A 市長
こどもの給食の質と量、
保護者の負担軽減はどちら
も大切であると考える。
安全で美味しい食材の選
定、食育の観点から地元食
材を選定した地産地消を積
極的に進めていく。また、
小・中学生を対象とした給
食献立コンクール、オーガ
ニック給食、セレクト給食
などを実施し、安心で美味
しい給食の提供に努める。
当市では令和5年度から
小・中学生の給食費無料化
を実施し、全国トップクラ
スの子育て支援を行うこと
で、県内でも有数の保護者
の負担軽減を実施している。
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上下水道事業の件

長屋 大和

企業誘致について

新市民クラブ
中川 喜文

Q 老朽化した下水管や単独
公共下水道管は、設置から
何年経過しているのか。

A 上下水道部長
昭和26年に事業認可を得
て、昭和39年の供用開始ま
でに約6kmの管路を設置し、
当初布設した管で60年を経
過している。

Q 60年と古い管だが、埼玉
県八潮市で起きた下水管陥
没事故、当市でもいつ起き
てもおかしくないが、対応

を取っているのか。

A 上下水道部長
事故を受け、国が要請す
る点検対象には当たらない
が、6km分について自主点
検・調査を実施した。

Q 単独公共下水道の課題は。

A 上下水道部長
年々老朽化し、不明水の
浸入や管の腐食等が危惧さ
れている。

Q 単独公共下水管は、耐用
年数が50年といわれ、10年
も過ぎているので危惧がさ
れ、対応を考えていかなけ
ればいけないが、単独公共
下水道の流域下水道への接
続はどのように考えている

のか。

A 市長
単独公共下水道の流域下
水道への接続は必要である。
日光川下流流域下水道推
進協議会の場で、流域下水
道への接続は調整を重ね、
合意形成を図っている。

Q 流域関連公共下水道工事
の令和7年度予算額は6年度
と比較してどうか。

A 上下水道部長
令和7年度の工事費は1億
2,000万円を予定し、6年度
予算と比較して4,900万円
の減額である。

その他の質問
・学童保育に関する件

Q 宇治、白浜、鹿伏兎区域
の企業誘致の進捗状況は。

A 建設産業部長
土地活用率は宇治93％、
白浜95％、鹿伏兎86％。

Q 越津・下切、下新田・大
縄、金柳区域が追加された
ことによる今後の税収効果
についての見通しは。

A 建設産業部長
試算ではあるが、年間約4
億円の歳入となる。

Q 令和7年度当初予算に計上
されている土地利用検討委
託料の概要は。

A 建設産業部長
百町区域において、新た
な企業誘致区域を検討する。

Q 土地利用検討にあたり、
地元とも協議していくのか。

A 建設産業部長
検討内容を丁寧に説明の
上、協議をしていく。

Q 検討を進めるにあたって
は、その影響の評価や交通
インフラの拡充なども視野
に入れて、地元ともしっか
りと協議を進めてほしい。
また、現在進めている企
業誘致では、対象となる業

種が製造業等に限られてい
る。当市特有の観光資源の
魅力を高めつつ、相乗効果
となる事業所誘致として、
新たな宿泊施設や飲食店な
どの誘致についても前向き
に進めてほしいが市長の見
解は。

A 市長
昨年、宿泊施設などの高
層施設を進出しやすくする
ため規制を緩和した。
また、当市特有の観光資
源を活用できる事業所の進
出を見据えて、立地適正化
計画において、ホテルや店
舗を独自の誘導施設として
設定した。
今後も観光資源の魅力を
向上させ、当市の活性化を
加速していく。

しんちょく
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新市民クラブ
伊藤 久夫

新市民クラブ
浅井 英昭

定住促進事業に関する件

Q 上下水道システムの急所
施設の耐震化の状況は。

A 上下水道部長
上下水道システムの急所
施設とは、その施設が機能
を失えばシステム全体が機
能を失う最重要施設のこと。
上水道では、配水池、導
水管、ポンプ所などを指し、
当市では又吉配水場および
神守配水場の各施設が該当
する。下水道では、単独公
共下水道の下水終末処理場

が該当する。
配水場の耐震化は、津島
市水道ビジョンに基づき、
配水場施設の更新事業に取
り組んでいる。下水終末処
理場については、機能面に
重要度が高い管理棟につい
て、令和6年度、耐震診断を
行っている。両施設とも完
了までには多額の費用を要
する。

Q 当市の上下水道システム
の急所施設の耐震化は、既
に100％を達成している近
隣市があるなかで、遅れて
いる。今後の具体的な計画
は。

A 上下水道部長
又吉配水場は、令和7年度
から15年度までに、配水池

流出管の耐震化、自家発電
設備の更新、および配水池
の耐震補強を計画している。
神守配水場は、6年度から
15年度までに、機械電気設
備の更新、配水池の耐震補
強および場内配水管の更新
を計画している。

Q 新制度の定住促進事業の
実績はどのくらいあったか。
また、過去のまちなか定住
促進事業の実績は。

A 建設産業部長
令和6年度の実績としては、
中古住宅を取得しリフォー
ムされた方が3人、新築住宅
を取得された方は、7年4月
1日から9月末までに認定申
請を行ってもらう。
2年4月1日から6年3月31
日までのまちなか定住促進
事業の実績としては、4年間

で58世帯、175人の方が神
守中町、神守下町および唐
臼町の地区計画区域内に定
住されており、政策効果が
大きく表れた。

Q 定住促進事業の普及につ
いて、例えば、どこでこの
制度を知ったかなどのアン
ケートは取っているか。ま
た、婚姻届を出しにきた方
には周知はしているか。

A 建設産業部長
アンケート調査について
は、まちなか定住促進事業
では、認定申請を行ったと
きに、補助制度を知ってい
たか、どのように知ったか
などのアンケートを実施し
ている。令和7年度以降、認
定申請を行ったときに、同

様のアンケート調査を実施
していきたいと考えている。
制度の周知については、
市ホームページやインスタ
グラム、LINE等への投稿を
している。
また、婚姻届を出しにき
た方に対しては、パンフ
レットの配付は行っていな
いが、不動産業者やハウス
メーカー、住宅展示場等へ
配布するとともに、駅や
ショッピングセンターにあ
る市情報コーナーには配架
をしている。

その他の質問
・熱中症対策に関する件

防災・減災モデル都市、
つしまについて

 

引用元▶「上下水道施設の耐震化状況
に関する緊急点検結果」令和6年11月 
国土交通省上下水道審議官グループ
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議案の概要　子育て支援セ
ンターにおいて実施する一
時的預かり事業の利用者に
係る手数料の額を定めるこ
と等に伴い、改正するもの。

Q 一時的預かり事業の手数
料の金額を500円にした理
由は。 

A 今回、東子育て支援セン
ターで行う一時的預かり事
業は、午前の部、午後の部
と2回に分ける。それにより
金額をワンコイン500円で
設定をした。

Q 1日預かりも可能なのか。 

A 1日預かりを利用される方
は、公立保育園か民間保育
園を利用してもらう。市民
の方からの要望で、午前の
み、午後のみ使いたいとい
う意見があり設定した。

　
議案の概要　ハラスメント
のない職場環境の確立を目
的として条例を制定するも
の。

Q ハラスメント内部相談窓
口を総務デジタル課に設置
するにあたり、その人員配
置等の体制は。

A 令和7年4月から、現在、
人事秘書課で行っているハ
ラスメント関係等は、総務
デジタル課に移行する。支
援が継続してできるように
引継ぎを行っていく。また
人員の加配も想定している｡

　議案の概要　国家公務員等
の旅費に関する法律の一部
改正に伴い、改正するもの。

Q 他自治体の条例の改正状
況はどうか。

A 県内では、小牧市のみが
令和6年度中に改正している。
7年4月1日や8年4月1日改
正予定の自治体もある。

Q 老人福祉費、備品購入費
約173万円計上されており、
そのうち新規事業として、
軟骨伝導イヤホン2台を購入
し、本庁舎総合窓口に設置
の上、貸し出すことを予定
しているが、実際に設置す
る時期はいつ頃か。

A 4月中、遅くてもゴールデ
ンウイーク明けには設置し
たい。

Q 文化会館費、工事請負費
として、4,103万円が計上
され、空調設備改修工事と
のことだが、空調設備は老
朽化しているが、今後の対
策については。

A 令和7年度は大ホール、小
ホール以外の空調の交換の
ため、予算計上をしている。
指定管理者と相談しながら、
計画的に進めていきたい。

Q 公園緑地事業として、約2
億6,499万円が計上されて
いるが、天王川公園のバリ
アフリー化の予定は。

A 令和7年度の事業費でも工
事費を計上しており、小規
模ではあるが、バリアフ
リー、園路整備等が実施さ
れる予定である。
　

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議案等について、3つの委員会に分かれて 審査しました 

議案第9号
市長等、職員及び議員のハ
ラスメント防止等に関する
条例の制定

厚生文教委員会 総務建設委員会 予算・決算特別委員会

議案第19号
手数料条例の一部改正

議案第13号
職員等の旅費に関する条例
の一部改正

議案第1号
一般会計予算

13津島市議会だよりNo.60



Q 農業振興費、経営開始資
金交付金150万円が計上さ
れているが、これまでの実
績は。

A これまで3人に交付してい
る。

Q 令和7年度は入院収益・外
来収益とも6年度より、1億
4,000万円強、落ち込んで
いるが、その主たる原因は。
　
A コロナ禍前と比べて患者
の受療行動に変化が生じて
おり、依然として患者数が
戻っていない。あわせて、
令和6年度の診療報酬改定で
診療報酬の増加幅が低く抑
えられたこともあり、現状
にあわせて延患者数、診療
単価を見込んだ。

Q 下水管改築工事として
8,928万円が計上されてい
るが、改築工事区域および
進捗状況は。
　　　　　　　　
A 工事区域は、県道名古屋
津島線、今市場町地内。改
築更新計画は約8kmを予定、
令和7年度末までに約2km
を完成する予定。　

 

議案第7号
下水道事業会計予算

議案第6号
市民病院事業会計予算

しんちょく

市議会では令和6年8月に議会におけるハラスメント防止
対策プロジェクトチームを立ち上げ、条例の制定等に向
け検討してきました。この度、市も同時期にハラスメン
ト防止を目的とした条例の作成を検討していたことから、
市と議会が一緒になってハラスメント防止等に関する条
例案を作成し、第１回定例会において可決しました。
この条例では、議員は「いかなる場合においてもハラス
メントを行ってはならない」「市民の代表者として常に
高い倫理観を持ち、(中略)誠実かつ公正な職務の遂行に
努めなければならない」としています。また、実際にハ
ラスメントが行われた場合の相談窓口、調査委員会、審
査会、対応措置についても規定しています。

市議会委員会条例の一部改正を可決したことにより、委
員会委員の任期が２年から１年になります。また、正副
議長の申し合わせ任期も２年から１年に変更することが
決まりました。この任期は、令和７年５月に開催する臨
時会後から適用されます。

令和７年３月26日（水）に開催しました議会見学会にご
参加いただき、ありがとうございました。参加者の方か
らは「議員と直接話すことができてよかった」「議会を
身近に感じることができた」などの声をいただきました。

市長等、職員及び議員のハラスメント
防止等に関する条例を制定

正副議長、委員会委員等の任期を
１年としました

ご参加ありがとうございました
－議会見学会―
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令和6年12月9日の総務建設委員会で不適切な言動があったとして、令和6年12月11日に議員5名から井桁亮
議員に対する懲罰動議が提出されました。
具体的には、地方自治法第132条の無礼の言葉に該当する発言、津島市議会委員会条例第22条第2項の委員長
命令に従わない行為、津島市議会会議規則第147条の品位の尊重に反する行為が、懲罰動議の提出理由とさ
れました。

1回目の懲罰動議

〇令和7年1月15日・2月6日　懲罰特別委員会での審査
提出者の説明、井桁亮議員の弁明、審査を行い、懲罰を科すべきかどうかの採決の結果、賛成多数によ
り懲罰を科すことが決定。次に懲罰の種類(戒告、陳謝、出席停止、除名)※について審査し、採決の結果、
賛成多数で陳謝の懲罰を科すことが決まり、陳謝文案を作成しました。
〇2月25日 本会議での審議
委員長報告と井桁亮議員の委員長報告に対する弁明の後、採決が行われ、賛成多数で陳謝の懲罰を科す
ことが可決。議長が陳謝文の朗読を命じましたが、井桁亮議員は拒否しました。

2回目の懲罰動議

〇2月27日
2月25日本会議での陳謝文の朗読拒否、不適切発言と議事妨害に対し、議員3名から2回目の懲罰動議が
提出されました。
〇3月14日・21日　懲罰特別委員会での審査
提出者の説明、井桁亮議員の弁明、審査を行い、懲罰を科すべきかどうかの採決の結果、賛成多数によ
り懲罰を科すことが決定。次に懲罰の種類について審査し、採決の結果、賛成多数で陳謝の懲罰を科す
ことが決まり、陳謝文案を作成しました。
〇3月24日　本会議での審議
委員長報告と井桁亮議員の委員長報告に対する弁明の後、採決が行われ、賛成多数で陳謝の懲罰を科す
ことが可決。議長が陳謝文の朗読を命じましたが、井桁亮議員は拒否しました。

3回目の懲罰動議

〇3月24日
陳謝文の朗読を拒否したことに対し、議員4名から3回目の懲罰動議が提出され、閉会中の継続審査とな
りました。

懲罰特別委員会の構成
委員長：伊藤久夫　　副委員長：浦上文顕　　委員：森口達也　浅井英昭　中川喜文　長屋大和

※懲罰の種類は地方自治法第135条第1項により決まっている。なお、懲罰の対象となるのは、地方自治法第
129条、第132条、第134条などから、議会の会議中の言動であると解されている。

詳しくは、令和7年5月中旬頃、津島市議会会議録検索サイトからご覧いただけます。

井桁亮議員に対する懲罰について
-経過報告-
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議会だよりは、5月・8月・11月・2月に発行しています。

編 集
後 記

ー編集委員会ー  

津
島
市
議
会
だ
よ
り
　
令
和
7
年
5
月
1
日
発
行
　
N
o.60

発
行
／
津
島
市
議
会
 
 
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

〒
 496 － 8686 

愛
知
県
津
島
市
立
込
町
2－21

TEL（
0567）55 - 9858

委員長：中川喜文　　副委員長：清水基史　　　　　　
　　　　太田幸江　　那須幸子　　浦上文顕　　

この度、令和5年の議会だより編集委員会の改選から2年が経ちました。
今号の発行をもって、現在の編集委員の任期は終了となります。
これまで市民の皆さまに、議会を身近に感じていただけるような紙面作成
を心がけてまいりましたが、いかがでしたでしょうか？
次号以降も、新しい委員により、充実した議会だよりの編集を行ってまい
りますので、今後とも何卒よろしくお願い申し上げます。

令和7年　第1回臨時会・第2回定例会　開催予定

議会放送等の暫定的中止に関するお詫び
いつも議会放送やインターネット配信をご覧いただき、誠にありがとうございます。
令和7年第1回定例会では、3月4日の本会議（一般質問）から、クローバーテレビでの放送
とインターネットでの録画配信を一時的に休止することといたしました。これは、放送をし
ています西尾張シーエーティーヴィ株式会社様より「本会議中の発言等が放送基準に抵触
するおそれがあり、何らかの対応をとっていただきたい」との申し出があり、慎重に協議を
行う必要が生じたためです。
放送を楽しみにしてくださっている市民の皆さまには、大変ご迷惑をおかけし、心よりお詫
び申し上げます。早急に協議を進め、放送および録画配信を再開できるよう改善に努めてま
いります。

令和7年4月11日　津島市議会

日 月 火 水 木 金 土

請願・陳情について
令和7年第2回定例会への請願・陳情の提
出締切日は、令和7年5月21日（水）午後
5時15分です。

会議は午前9時から開催します。
日程は変更になる場合があります。詳しく
は、議会事務局へお問い合わせください。

☎55-9858

本会議
(臨時会)

本会議
(臨時会)

本会議
(定例会)

一般質問 一般質問 一般質問 厚生文教
委員会

総務建設
委員会

委員会
予備日

本会議
(定例会)

議会だよりは、5月・8月・11月・2月に発行しています。
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